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ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
（
一
九
〇
三
ー
一
九
五
〇
）
は
一
九
三
五
年
三
月
に

ロ
ン
ド
ン
の
ゴ
ラ
ン
ツ
社
か
ら
『
牧
師
の
娘
』
を
出
版
し
た
。
発
表
し
た
作
品
と

し
て
は
三
作
目
、
小
説
と
し
て
は
二
作
目
で
あ
っ
た
こ
の
小
説
は
四
千
部
印
刷
さ

れ
、
売
れ
残
っ
た
部
数
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。
発
表
当
時
の
評
価
は
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
作
者
自
身
が
「
ご
た
ま
ぜ
で
あ
っ
た
」
と
明
言
し
、

再
版
や
翻
訳
を
拒
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
（
W
猫
）
、
失
敗
作
、
駄
作
と
見
な
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
不
自
然
な
プ
ロ
ッ
ト
、
非
現
実
的
な
人
物
像
、
作
中
人
物
で
な

く
作
者
が
語
り
過
ぎ
る
点
な
ど
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
欠
点
で
あ
る
。

　
だ
が
、
し
か
し
、
こ
の
小
説
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
文
学
全
体
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
、
い
や
、
む
し
ろ
、
注
目
す
べ
き
作
品
の

一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
作
品
は
、
女
性
を
主
人
公
に
し
て

い
る
点
と
〈
信
仰
の
喪
失
〉
を
主
題
に
し
て
い
る
点
と
で
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
作
品

中
極
め
て
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
発
表
当
時
の
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
四
年
半
つ
と
め
た
ビ
ル
マ
で
の
警
官

と
い
う
職
を
辞
し
、
小
説
家
と
し
て
世
に
出
る
こ
と
を
切
望
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
重
ね
、
そ
れ
ら
の
実
体
験
を
ど
の
よ
う
な
小
説
に
仕
立
て
上
げ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
タ
イ

に
骨
身
を
削
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
本
稿
で
は
、
〈
反
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
〉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
、
何
故
、
彼
と
し
て
は
珍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
キ
ュ
ラ
　

く
女
性
を
主
人
公
に
選
ん
だ
の
か
、
又
、
現
世
的
な
主
題
を
主
に
扱
う
作
家
で
あ
っ

た
彼
が
、
何
故
、
〈
信
仰
の
喪
失
〉
を
主
題
と
し
て
選
ん
だ
の
か
、
こ
れ
ら
の
二

点
を
中
心
に
こ
の
小
説
を
論
じ
、
作
家
の
思
想
と
文
学
形
式
、
語
り
手
と
女
性
主

人
公
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
文
学
の
本
質
に
迫
っ
て

み
た
い
。

⇔

　
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
女
性
を
主
人
公
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ク
ロ
ン
ヨ
　
ン

　
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
描
く
女
性
に
つ
い
て
、
ベ
ド
ウ
は
、
彼
の
小
説
に
は
中
産
階

級
の
女
性
た
ち
が
登
場
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
主
に
労
働
者
階
級
の
女
性

⊃

四
三
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（
2
）

た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
彼
女
の
指
摘
ど
お
り
、
『
牧
師
の
娘
』

に
は
中
産
階
級
の
女
性
た
ち
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、

女
性
が
、
男
性
を
主
人
公
と
し
た
小
説
中
の
傍
役
と
し
て
で
は
な
く
、
主
人
公
と

し
て
登
場
す
る
の
は
、
全
小
説
中
こ
の
作
品
の
み
で
あ
る
。
主
人
公
ド
ロ
シ
ー
・

ヘ
ア
は
、
題
名
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
牧
師
の
娘
で
あ
り
、
中
産
階
級

ー
正
確
に
は
中
産
知
識
階
級
に
属
す
る
が
ー
の
女
性
を
代
表
す
る
立
場
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
と
す
る
と
、
彼
女
の
こ
の
〈
中
産
階
級
の
女
性
〉
と
い
う
側
面
は
、
今
ま
で

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
批
評
史
を
ご
く
簡
単
に
辿
っ
て
み
る
と
、
こ
の
小
説
発
売
の

十
日
後
、
プ
リ
チ
ェ
ッ
ト
が
『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
紙
』
（
一
九
三
五
年
三
月
二
十

二
日
、
脳
頁
）
に
載
せ
た
書
評
の
中
で
、

オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
保
護
さ
れ
て
い
た
中
産
階
級
の
女
性
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
運
命
の
い
た
ず
ら
で
、
社
会
の
底
辺
に
生
き
る
無
力
な
存
在
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
八
十
年
代
に
入
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
影
響
も
あ
り
、
ド
ロ
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
〈
中
産
階
級
の
女
性
〉
と
い
う
側
面
が
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
場
合
、
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

八
五
七
ー
一
九
〇
三
）
の
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
（
一
八
九
三
年
発
表
）
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
『
牧
師
の
娘
』
の
第
四
章
で
、
み
じ
め
な
教

師
生
活
を
送
っ
て
い
る
ド
ロ
シ
ー
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
日
、
バ
ー
ナ
ム
に
近
い

森
の
中
で
ぶ
な
の
大
木
に
も
た
れ
て
読
む
本
が
、
公
立
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
っ
た
こ
の
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
で
あ
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
中

産
階
級
を
描
く
作
家
で
あ
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
、
彼
の
彪
大
な
数
の
作
品
中
、
と

く
に
中
産
階
級
の
女
性
た
ち
を
扱
っ
た
作
品
が
こ
の
小
説
で
あ
り
、
オ
ー
ウ
ェ
ル

自
身
、
こ
の
小
説
を
「
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
最
高
傑
作
の
一
つ
」
（
W
細
）
と
考
え

て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
『
牧
師
の
娘
』
の
中
で
ド
ロ
シ
ー
が
二
十
年
以
上
前
に
発
表
さ
れ
た

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
こ
の
小
説
を
読
む
の
は
、
ド
ロ
シ
ー
自
身
の
内
的
欲
求
で
あ
る
以

上
に
、
パ
タ
イ
が
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

と
少
し
触
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
、
翌
年
八
月
米
国
の
ハ
ー
パ
ー
ズ
社
か
ら

発
売
さ
れ
た
時
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
』
（
一
九
三

⊥ハ

N
八
月
十
六
日
、
8
頁
）
に
載
っ
た
マ
ッ
ク
ヒ
ュ
ー
の
書
評
中
の
「
オ
ー
ウ
ェ

ル
は
、
中
産
階
級
の
〈
体
面
が
汚
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
〉
を
主
題
と
し
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
批
評
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
中
産
階
級
の
女
性
〉
で
は
な
く
、
〈
中

産
階
級
〉
そ
の
も
の
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
ほ
ぼ
七
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

代
ま
で
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
（
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
あ
き
ら
か
に
下
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
た
小
説
1
こ
の
こ
と
は
『
牧
師
の
娘
』
の
中
で
な
に
げ
な
く
言
及
さ

　
　
（
6
）

れ
て
い
る
）
（
傍
点
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

オ
ー
ウ
ェ
ル
が
こ
の
な
に
げ
な
い
言
及
に
よ
っ
て
、
読
者
に
彼
の
意
図
を
察
し
て

欲
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
、
ク
リ
ッ
ク
が
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー

ウ
ェ
ル
、
あ
る
人
生
』
の
中
で
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
一
九
三
一
年
に
友
人
の
エ
ド
ア
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ル
ド
・
ロ
デ
ィ
テ
ィ
に
向
か
っ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
小
説

を
賞
賛
し
、
こ
の
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
を
特
に
推
奨
し
た
こ
と
を
記
し
、
続
け

て
、

オ
ー
ウ
ェ
ル
の
心
の
中
で
『
牧
師
の
娘
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
構
想
さ
れ
始
め
て
い
る
。

と
語
っ
て
い
る
が
、
納
得
で
き
る
推
論
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
も
又
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
の
中

で
試
み
た
と
同
様
、
こ
の
『
牧
師
の
娘
』
に
お
い
て
、
中
産
階
級
の
男
性
で
は
な

く
女
性
た
ち
の
生
き
方
を
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
ド
ロ
シ
ー
を

主
人
公
と
し
、
彼
女
を
視
点
的
位
置
に
置
く
こ
と
で
、
彼
女
た
ち
の
生
き
方
を
内

側
か
ら
深
く
追
求
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

日

　
そ
こ
で
、
こ
の
観
点
か
ら
こ
の
小
説
を
眺
め
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
〈
貧
困
に

喘
ぐ
中
産
階
級
の
女
性
、
そ
れ
も
と
く
に
独
身
の
女
性
〉
が
数
多
く
描
か
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。
尤
も
第
二
章
、
第
三
章
に
は
殆
ど
登
場
し
な
い
。
だ
が
、
彼

女
た
ち
へ
の
言
及
は
、
第
一
章
、
第
五
章
に
多
く
、
第
四
章
に
は
特
に
多
い
。

　
第
一
章
で
、
ま
ず
ド
ロ
シ
ー
が
詳
し
く
描
か
れ
る
。
サ
フ
ォ
ー
ク
州
の
田
舎
の

英
国
国
教
会
の
牧
師
の
娘
で
あ
る
彼
女
は
、
あ
と
少
し
で
二
十
八
歳
と
い
う
年
齢

で
あ
る
が
、
小
説
に
始
め
て
登
場
し
た
時
に
早
く
も
語
り
手
に
よ
っ
て
、
「
ま
だ
、

す
っ
か
り
老
嬢
じ
み
た
顔
で
は
な
か
っ
た
が
、
二
、
三
年
た
て
ば
そ
う
な
る
こ
と

は
確
実
で
あ
っ
た
」
（
7
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
女
に
は
中
産
階
級
の

老
嬢
と
な
る
条
件
は
も
う
十
分
揃
っ
て
い
る
。
第
一
章
に
刻
明
に
描
き
出
さ
れ
る

彼
女
の
日
常
生
活
は
、
一
日
に
十
七
時
間
も
重
労
働
が
続
く
極
め
て
苛
酷
な
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
ど
く
無
意
味
で
全
く
報
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
女
に
は
彼
女
に
奴
隷
の
よ
う
な
生
活
を
強
い
る
無
責
任
で
身
勝
手
、
か
つ
専
制

的
な
六
十
歳
の
父
親
が
い
る
。
尤
も
こ
の
父
親
が
、
た
と
え
責
任
感
の
強
い
、
愛

情
深
い
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宗
教
に
無
関
心
な
住
民
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
田

舎
町
の
世
間
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
牧
師
の
娘
と
い
う
立
場
は
、
彼
女
の
今
後
の
生

活
が
益
益
〈
出
口
な
し
〉
の
ひ
ど
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
ド
ロ
シ
ー
の
他
、
教
会
活
動
に
熱
心
だ
が
頼
り
に
な
ら
な
い
ブ
ー

ト
嬢
や
ジ
ン
を
飲
ん
で
匿
名
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
音
楽
教
師
の
チ
ャ
ナ
ン
嬢
等

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
の
場
面
に
登
場
す
る
ウ
ェ
イ
ン
夫
人

－
彼
女
は
没
落
し
た
中
産
階
級
の
女
性
の
典
型
で
あ
る
ー
と
、
ト
ー
ル
ポ
イ

ズ
師
の
子
供
を
生
み
、
彼
を
聖
職
辞
任
へ
と
追
い
込
ん
だ
三
十
五
歳
の
聖
堂
参
事

会
員
の
姿
が
、
間
接
的
な
が
ら
生
々
し
く
迫
っ
て
く
る
。

フ
ラ
ン
ネ
ル
の
下
ば
き
は
い
て
、
未
婚
の
牧
師
を
追
い
か
け
る
猟
色
者
ど
も

…
心
に
絶
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
老
嬢
ど
も
…
（
1
）

　
第
四
章
で
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ー
夫
人
の
経
営
す
る
〈
四
流
〉
私
立
女
子
校
や
近

く
の
学
校
の
女
性
教
師
た
ち
の
み
じ
め
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
群
小
の

私
立
学
校
の
教
師
と
い
う
職
業
は
、
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
一
七
七
五
ー

一
八
一
七
）
が
『
エ
マ
』
（
一
八
一
五
年
発
表
）
の
中
で
〈
奴
隷
に
等
し
い
地
位
〉

四
五
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ガ
　
バ
　
ネ
　
ス

と
言
い
、
十
九
世
紀
に
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
〈
家
庭
教
師
〉
と
い
う
職
業

の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ド
ロ
シ
ー
の
前
任
者
達
、

つ
ま
り
、
無
意
味
で
絶
望
的
な
教
師
生
活
を
長
く
続
け
た
結
果
、
精
神
に
異
常
を

来
し
た
ら
し
い
ブ
ル
ー
ア
嬢
と
ア
ル
中
の
ス
ト
ロ
ン
グ
嬢
も
不
幸
だ
が
、
ド
ロ

シ
ー
が
図
書
館
で
知
り
合
っ
た
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
嬢
の
姿
も
痛
ま
し
い
。
彼
女
は
二
十

年
間
学
校
の
寮
に
住
み
込
ん
で
寮
生
監
督
を
続
け
た
後
、
や
っ
と
通
勤
に
な
れ
、

貸
間
を
一
間
借
り
、
濃
い
お
茶
を
飲
む
こ
と
だ
け
が
楽
し
み
で
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・

パ
ズ
ル
で
暇
を
潰
す
と
い
う
。
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
嬢
に
し
て
も
始
め
か
ら
現
在
の
彼
女

の
よ
う
に
、
退
屈
で
つ
ま
ら
ぬ
人
間
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
環
境
が
彼
女
の
精

神
を
荒
廃
さ
せ
た
の
だ
。
そ
の
上
、
こ
う
い
う
彼
女
た
ち
の
老
後
が
わ
び
し
く
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ク
ハ
ウ
ス

け
な
い
。
長
年
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
苦
し
ん
だ
末
、
救
貧
院
で
死
を
待
つ
か
、
「
落

　
　
　
　
ジ
エ
ン
ト
ル
　
ウ
ロ
マ
ン

ち
ぶ
れ
た
淑
　
女
」
（
捌
）
の
た
め
の
有
料
ホ
ー
ム
で
死
を
迎
え
る
か
、
そ

の
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
口
を
借
り
て
、
ド
ロ
シ
ー
の
十
年
後
ー
父

親
が
亡
く
な
っ
て
い
る
ー
の
哀
れ
な
姿
が
執
拗
に
繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
誰
れ
に

も
相
手
に
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
蔑
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
や
せ
こ
け
た
独
身

の
中
年
女
性
と
な
っ
た
ド
ロ
シ
ー
の
未
来
図
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ド

ロ
シ
ー
は
、
彼
女
の
他
に
当
時
の
英
国
に
コ
万
人
は
い
よ
う
と
い
う
」
（
9
4
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

牧
師
の
未
婚
の
娘
の
典
型
的
な
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲

　
こ
の
よ
う
に
、
『
牧
師
の
娘
』
に
は
、
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
と
同
様
、
中
産
階

級
の
多
く
の
独
身
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
題
及
び
プ
ロ
ッ
ト

四
六

は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
場
合
、
一
八
九
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
を
舞
台
に
、
五
人
の
中
産

階
級
の
独
身
女
性
が
登
場
し
、
彼
女
た
ち
の
う
ち
の
若
い
二
人
の
〈
結
婚
〉
及
び

〈
結
婚
生
活
〉
を
中
心
に
物
語
が
展
開
す
る
。
一
番
若
い
女
性
は
二
十
一
歳
の
モ

ニ
カ
・
マ
ド
ン
で
、
た
だ
貧
困
か
ら
逃
れ
た
い
一
心
で
愛
情
も
な
い
ま
ま
二
十
歳

以
上
年
上
の
紳
士
ウ
ィ
ド
ソ
ン
と
結
婚
す
る
。
も
う
一
人
は
三
十
一
歳
の
ロ
ー

ダ
・
ナ
ン
。
彼
女
は
自
活
す
る
〈
新
し
い
女
性
〉
で
、
エ
ヴ
ァ
ラ
ー
ド
・
バ
ー
フ
ッ

ト
と
の
恋
愛
に
悩
む
が
、
結
局
、
結
婚
よ
り
自
立
を
選
ぶ
。
残
る
三
人
の
う
ち
、

最
年
長
の
メ
ア
リ
ー
・
バ
ー
フ
ッ
ト
嬢
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
悩
み
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
精
神
的
に
も
自
立
し
て
い
る
。
後
の
二
人
は
モ
ニ
カ
の

姉
た
ち
で
あ
る
が
、
三
十
五
歳
の
ア
リ
ス
は
、
十
六
年
間
の
家
庭
教
師
生
活
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

に
肥
満
し
病
弱
に
な
っ
て
お
り
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
長
年
、
御
婦
人
の
お
相
手
を

勤
め
て
い
た
が
、
三
十
三
歳
の
今
、
早
く
も
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
人
の
よ
う
に
、
結
婚
も
で
き
ず
お
金
も
な
い
中
産
階
級
の
女
性
た
ち
の
生

活
は
実
に
悲
惨
で
あ
る
。
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
結
婚
す
れ
ば
幸
福
に
な
れ
る

と
い
う
保
証
も
な
い
。
モ
ニ
カ
の
不
幸
な
結
婚
生
活
と
そ
の
破
綻
が
そ
れ
を
実
証

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
場
合
、
〈
結
婚
〉
や
〈
結
婚
生
活
〉
は
主
題
で
は

な
い
。
成
程
、
ド
ロ
シ
ー
に
は
四
十
八
歳
の
不
道
徳
な
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
が
求
婚

し
て
い
る
。
語
り
手
に
よ
る
と
、
ド
ロ
シ
ー
は
、
「
手
ご
ろ
に
綺
麗
で
、
手
ご
ろ

に
無
器
量
、
つ
ま
り
男
た
ち
が
い
つ
も
う
る
さ
く
言
い
よ
っ
て
く
る
て
い
の
女
」

（
7
6
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
し
ば
し
ば
男
に
誘
わ
れ
た
。
五
年
前
、
隣
町
の
教
会
の
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副
牧
師
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ム
ー
ン
ー
彼
は
一
年
後
に
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
が
ー

に
「
名
誉
あ
る
」
（
7
6
）
求
婚
を
さ
れ
た
。
彼
女
は
ム
ー
ン
に
好
意
を
抱
い
て
い

た
し
、
現
在
も
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
を
心
か
ら
好
き
だ
と
言
う
。
そ
れ
な
の
に
、
何

故
、
ム
ー
ン
と
結
婚
せ
ず
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
を
受
け
入
れ
な
い
の
か
。
彼
女
に

　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
コ
　
ル
ド
ネ
ス

〈
性
的
不
感
症
〉
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
小
説
を
理
解
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

め
に
、
こ
の
〈
性
的
不
感
症
〉
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
大
い
に
問
題
と
な
る
。
し

か
し
、
私
が
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
ド
ロ
シ
ー
に
こ

の
〈
性
的
不
感
症
〉
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
女
性
を
主
人
公
と
し
た

こ
の
小
説
の
中
で
、
〈
結
婚
〉
の
主
題
を
〈
求
婚
〉
の
段
階
ま
で
に
止
め
て
い
る

点
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
は
そ
れ
以
上
に
追
求
し
た

い
主
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
か
。
〈
信
仰
の
喪
失
〉
で
あ
る
。
当
時
の
オ
ー
ウ
ェ

ル
は
、
ド
ロ
シ
ー
の
よ
う
な
貧
し
い
中
産
階
級
の
女
性
に
と
っ
て
も
、
結
婚
の
悩

み
以
上
に
深
刻
な
悩
み
が
あ
り
、
そ
れ
は
彼
女
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
ど
う
し
て

も
必
要
な
心
の
支
え
、
即
ち
、
信
仰
の
問
題
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。

国

　
そ
こ
で
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
ド
ロ
シ
ー
を
中
産
階
級
の
女
性
と
し
て
描
く
に
あ
た

り
、
『
余
計
者
の
女
た
ち
』
の
マ
ド
ン
姉
妹
の
よ
う
に
医
者
の
娘
で
も
な
く
、
キ
ャ

サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
八
八
八
－
一
九
二
三
）
の
「
亡
き
大
佐
の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
ち
」
（
一
九
二
〇
年
発
表
）
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ン
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ア
の
よ

う
に
軍
人
の
娘
で
も
な
く
、
牧
師
の
娘
と
し
て
設
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
オ
ー
ウ
ェ

ル
は
、
現
代
で
は
牧
師
の
娘
で
す
ら
、
い
や
、
牧
師
の
娘
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
〈
信

仰
の
喪
失
〉
に
苦
し
ん
で
い
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、

第
五
章
で
の
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
次
の
言
葉
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
気
持
を
代
弁
し

て
い
る
に
違
い
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
の
娘
た
ち
の
半
数
ほ
ど
は
、
お
そ
ら
く
あ
な
た
と
同
じ
よ

う
に
難
し
い
立
場
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
し
て
牧
師
の
約
十
分
の
九
も
そ
う

だ
と
い
え
ま
す
ね
（
4
4
2
）
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
う
推
論
す
る
前
に
、
是
非
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
（
一
八
三
五
ー
一
九
三
〇
）
の
短

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

篇
「
牧
師
の
娘
た
ち
」
（
一
九
一
四
年
発
表
）
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
ギ
ッ

シ
ン
グ
に
対
し
て
と
同
様
、
ロ
レ
ン
ス
に
も
若
い
頃
か
ら
関
心
を
寄
せ
、
大
作
家

と
し
て
尊
敬
し
、
こ
の
短
篇
も
書
評
「
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
著
『
プ
ロ
シ
ャ
士
官
、

そ
の
他
」
（
W
3
0
－
3
3
）
で
取
り
挙
げ
て
い
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
『
牧
師
の
娘
』

を
書
く
に
際
し
、
「
牧
師
の
娘
た
ち
」
も
十
分
意
識
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ

こ
で
、
今
か
ら
、
こ
の
短
篇
に
つ
い
て
少
々
考
え
て
み
た
い
。

　
ロ
レ
ン
ス
の
「
牧
師
の
娘
た
ち
」
は
、
あ
る
炭
鉱
村
に
住
む
貧
し
い
牧
師
リ
ン

ド
レ
イ
の
娘
た
ち
の
結
婚
を
扱
っ
て
い
る
。
姉
娘
の
メ
ア
リ
ー
は
、
中
産
階
級
と

し
て
の
体
面
を
保
ち
た
い
ば
か
り
に
、
人
間
と
し
て
何
か
大
切
な
も
の
を
欠
い
て

い
る
、
十
三
歳
位
に
し
か
見
え
な
い
貧
弱
な
男
性
、
し
か
し
一
応
は
紳
士
で
あ
る

マ
ッ
シ
イ
牧
師
と
結
婚
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
妹
娘
の
ル
イ
ー
ザ
は
、
若
々
し
く
美

し
く
逞
し
い
炭
鉱
夫
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
を
人
間
と
し
て
愛
し
、
夫
に
選
ぶ
。

　
で
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
こ
の
短
篇
を
ど
う
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
程
あ
げ

四
七
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た
書
評
の
中
で
、

お
そ
ら
く
ロ
レ
ン
ス
は
ど
こ
か
で
、
栄
養
不
良
で
、
打
ち
ひ
し
が
れ
て
、
青

春
を
費
や
し
て
オ
ル
ガ
ン
を
ひ
い
て
い
る
牧
師
の
娘
を
見
て
、
そ
の
娘
が
結

婚
相
手
に
不
自
由
し
な
い
労
働
者
階
級
の
暖
か
い
世
界
に
逃
げ
こ
む
と
い
う

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
、
突
然
い
だ
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
W
3
3
）
。

と
述
べ
、
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
「
牧
師
の
娘
た
ち
」
の
主
題
と
し
て
は
成
功
し
た

が
、
『
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
恋
人
』
（
一
九
二
八
年
発
表
）
の
よ
う
な
長
篇
で
は
、

引
き
伸
ば
す
と
蓋
然
性
が
失
わ
れ
る
の
で
主
題
と
し
て
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

と
批
評
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
反
応
は
、
彼
が
ロ
レ
ン
ス
に
抱
い

て
い
た
根
本
的
不
満
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
も
ロ
レ
ン
ス
同
様
、

階
級
差
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、
階
級
を
越
え
た
男
女
の
性
的
結
合
を
問
題
解
決
へ

の
切
り
札
と
す
る
ロ
レ
ン
ス
の
考
え
方
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ロ
レ
ン
ス
が
労
働

者
階
級
出
身
で
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
中
産
階
級
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
違
い
以
上
の
何

か
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
一
九
三
五
年
十
一
月
執
筆
し
た
ヘ
ン

リ
ー
：
ミ
ラ
ー
の
『
北
回
帰
線
』
（
一
九
三
四
年
発
表
）
へ
の
書
評
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

宗
教
的
信
念
の
崩
壊
の
一
つ
の
帰
結
は
、
生
の
肉
体
的
な
側
面
の
い
い
加
減

な
理
想
化
で
あ
っ
た
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
は
ご
く
自
然
な
こ
と

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
も
し
死
後
の
生
活
と
い
う
も
の
が
全
く
な
い
と
し

た
ら
、
誕
生
と
か
、
交
接
と
か
、
あ
る
面
で
は
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
な
事
実

に
対
峙
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
前
よ
り
は
つ
ら
く
な
る
（
1
頂
）
。

こ
こ
に
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
〈
現
代
に
お
い
て
は
、
も
は
や
信
仰
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
〉
と
い
う
思
い
と
、
〈
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
性
的
な
も
の
に
安
易
に
逃
げ

込
む
べ
き
で
は
な
い
〉
と
い
う
主
張
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ロ
レ
ン
ス
は
こ
の
短
篇

の
結
末
で
、
結
ば
れ
た
二
人
を
カ
ナ
ダ
へ
旅
立
た
せ
た
が
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
ロ
レ

ン
ス
の
こ
う
い
う
〈
性
信
仰
〉
と
英
国
社
会
か
ら
の
脱
出
願
望
を
、
逃
避
で
あ
り

敗
北
主
義
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
ド
ロ
シ
ー
を
し
て
、

ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
求
婚
を
斥
け
さ
せ
、
失
わ
れ
た
信
仰
を
探
す
一
人
旅
へ
と
向

か
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

因

　
で
は
、
ド
ロ
シ
ー
の
〈
信
仰
の
喪
失
〉
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
章
で
は
、
ド
ロ
シ
ー
の
信
仰
は
他
の
登
場
人
物
た
ち
の
そ
れ
と
平
行
し
て

書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。
元
来
、
貴
族
の
末
子
が
伝
統
的
に
選
ぶ
職
業
で
あ
る
と

　
　
ヘ
　
　
へ

い
う
不
純
な
動
機
で
牧
師
と
な
っ
た
彼
女
の
父
は
、
こ
の
町
へ
赴
任
以
来
二
十
三

年
間
の
あ
い
だ
に
、
信
者
の
数
を
六
百
人
か
ら
二
百
人
足
ら
ず
に
減
ら
し
て
し

ま
っ
た
。
階
級
的
偏
見
に
凝
り
固
ま
っ
た
俗
物
で
あ
る
彼
は
、
牧
師
と
し
て
の
職

務
は
一
応
果
た
し
て
は
い
る
も
の
の
、
人
々
に
真
の
信
仰
を
説
く
意
欲
も
能
力
も

な
い
。
教
会
学
校
の
教
師
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ス
ト
ー
ン
は
宗
教
論
争
に
熱
中
し
す
ぎ

て
い
る
。
ド
ロ
シ
ー
が
訪
れ
る
教
区
の
信
者
た
ち
の
信
仰
も
あ
や
し
い
。
と
く
に

パ
イ
サ
ー
夫
人
の
天
国
に
つ
い
て
神
と
「
売
買
契
約
」
（
5
1
）
を
結
ん
だ
よ
う
な
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信
仰
は
妙
に
ド
ロ
シ
ー
の
心
を
不
安
に
し
た
。
で
は
、
ド
ロ
シ
ー
は
ど
う
か
。
第

一
章
で
の
彼
女
は
、
時
々
祈
れ
な
く
な
る
が
、
自
然
崇
拝
の
気
持
に
助
け
ら
れ
、

と
に
か
く
祈
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
毎
朝
、
嫌
っ
て
い

る
か
ら
と
い
う
理
由
で
自
分
に
冷
水
浴
を
課
し
、
礼
拝
中
精
神
を
集
中
さ
せ
る
た

め
に
自
分
の
身
体
に
ピ
ン
を
刺
す
、
と
い
う
彼
女
の
態
度
は
、
ま
と
も
な
信
仰
を

証
明
し
て
い
な
い
。
又
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
に
地
獄
の

こ
と
を
聞
か
れ
て
も
何
も
答
え
ら
れ
な
い
。
地
獄
の
存
在
は
、
彼
女
自
身
、
自
ら

を
納
得
さ
せ
ら
れ
な
い
で
い
る
「
困
っ
た
問
題
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
6
8
）
。

　
第
二
章
、
第
三
章
と
ド
ロ
シ
ー
は
下
層
社
会
に
お
け
る
信
仰
の
あ
り
方
を
無
意

識
に
探
求
し
て
ま
わ
る
。
記
憶
喪
失
と
い
う
仕
掛
け
も
、
記
憶
喪
失
直
後
の
八
日

間
の
記
憶
が
ま
る
で
な
い
と
い
う
設
定
も
、
幾
分
不
自
然
で
は
あ
る
が
、
中
産
階

級
の
女
性
に
下
層
社
会
の
暮
し
を
体
験
さ
せ
る
た
め
に
は
是
非
必
要
な
文
学
的
工

夫
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
層
社
会
の
人
々
は
中
産
階
級
の
人
々
程
ド
ロ
シ
ー

の
示
す
階
級
性
に
敏
感
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
彼
女
を
す
ん
な
り
と
受

け
入
れ
て
く
れ
る
。
ま
ず
、
ホ
ッ
プ
畑
で
ホ
ッ
プ
の
摘
み
手
と
し
て
働
く
ド
ロ
シ
ー

は
、
自
分
以
外
の
労
働
者
に
と
っ
て
、
信
仰
な
ど
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
に
気
づ

く
。
皆
ん
な
生
き
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯
で
、
神
の
こ
と
な
ど
考
え
る
閑
も
な
い
。

次
に
彼
女
自
身
も
あ
る
日
、
ふ
と
、
自
分
の
信
仰
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚

す
る
。
祈
ろ
“
つ
と
い
う
衝
動
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
（
6
2
1
）
。

　
第
三
章
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
浮
浪
者
生
活
を
描
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
神
や
信
仰
に

つ
い
て
の
言
及
は
余
り
な
い
。
一
人
、
堕
落
牧
師
ト
ー
ル
ポ
イ
ズ
の
存
在
が
意
味

深
長
に
見
え
る
が
、
彼
は
地
獄
に
落
ち
た
ま
ま
で
あ
り
、
彼
の
言
葉
に
信
仰
の
逆

説
は
な
い
。

　
第
四
章
の
私
立
学
校
の
場
面
で
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ィ
夫
人
が
生
徒
獲
得
の
た
め
に

ド
ロ
シ
ー
を
教
会
に
通
わ
せ
る
強
欲
振
り
や
、
生
徒
の
親
た
ち
、
つ
ま
り
、
事
務

員
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
小
商
店
主
と
い
っ
た
下
層
中
産
階
級
の
非
国
教
徒
た
ち
の

偏
狭
で
禁
欲
主
義
的
な
考
え
方
が
語
り
手
に
よ
っ
て
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。
ド
ロ

シ
ー
は
こ
こ
で
も
自
分
の
信
仰
が
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
。
や
が
て
、

祈
る
こ
と
の
で
き
な
い
ド
ロ
シ
ー
は
、
単
調
な
作
業
し
か
許
さ
れ
な
い
教
師
先
生

に
疲
れ
、
完
全
な
倦
怠
状
態
に
陥
ち
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
〈
信
仰
の
喪
失
〉

は
生
き
る
意
欲
ま
で
も
失
わ
せ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
こ
こ
で
私
達
は
、
オ
ー
ウ
ェ

ル
が
こ
の
小
説
で
と
く
に
訴
え
た
か
っ
た
の
は
、
ド
ロ
シ
ー
の
信
仰
が
ど
う
し
て

失
わ
れ
た
の
か
で
は
な
く
、
彼
女
が
自
ら
の
信
仰
喪
失
に
ど
の
よ
う
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
の
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

　
第
五
章
で
は
、
再
び
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
が
ド
ロ
シ
ー
に
宗
教
論
争
を
し
か
け
る
。

無
神
論
者
の
彼
は
さ
か
ん
に
ド
ロ
シ
ー
の
不
安
を
煽
る
が
、
彼
女
は
信
仰
の
失
わ

れ
た
こ
と
と
、
そ
の
失
わ
れ
た
信
仰
が
ど
れ
程
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
淡
淡

と
語
る
の
み
で
あ
る
。
彼
女
が
「
物
事
の
核
心
に
見
出
し
た
致
命
的
な
虚
無
」
に

比
べ
れ
ば
、
「
貧
窮
、
苦
役
、
孤
独
」
さ
え
も
大
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
気

づ
い
た
の
だ
（
田
ー
籾
）
。
結
局
、
ド
ロ
シ
ー
は
虚
無
の
心
を
抱
い
た
ま
ま
牧
師

館
に
戻
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
彼
女
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
程
完
全
に
信
仰

を
失
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
れ
で
も
「
こ
れ
か
ら
の
生
涯
を
彼
女
の
生
ま
れ
育
っ

た
宗
教
的
慣
習
で
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」
（
0
）
を
悟
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
自
ら
の
不
信
心
を
公
表
し
て
「
他
人
ま
で
不
信
心
に
追
い
込
む
」
よ
り
、

信
仰
の
あ
る
ふ
り
を
し
て
牧
師
館
で
生
き
る
方
が
、
よ
り
「
身
勝
手
」
で
な
い
と

感
じ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
4
4
2
）
。
彼
女
は
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
に
、

四
九
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信
仰
は
彼
女
を
見
捨
て
た
が
、
彼
女
は
そ
の
精
神
的
背
景
を
変
え
て
い
な
い

し
、
ま
た
、
変
え
た
い
と
も
思
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
（
2
5
2
）

を
伝
え
よ
う
と
し
た
が
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
彼
と
結
婚
し
な
か
っ
た
の

は
、
彼
女
に
は
貧
窮
に
耐
え
る
自
信
が
あ
り
、
一
方
、
彼
女
の
虚
無
は
ウ
ォ
ー
バ
ー

ト
ン
の
よ
う
な
男
性
と
の
安
易
な
結
婚
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
よ
う
な
底
の
浅
い

も
の
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ベ
ド
ウ
が
牧
師
館
に
戻
っ
た
ド
ロ

シ
ー
に
独
身
女
性
と
し
て
の
わ
び
し
い
将
来
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、

彼
女
が
結
婚
し
な
け
れ
ば
、
そ
う
な
る
の
も
し
か
た
が
な
い
の
だ
。
オ
ー
ウ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
2
）

ル
の
小
説
中
の
女
性
は
、
男
性
な
し
に
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
。

と
批
評
す
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
意
図
を
誤
解
し
て
い
る
。
オ
ー

ウ
ェ
ル
は
「
女
性
の
幸
せ
に
は
男
性
が
必
要
で
あ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。

　
で
は
、
ド
ロ
シ
ー
が
到
り
つ
い
た
こ
の
境
地
を
、
批
評
家
た
ち
は
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
彼
女
の
生
き
方
を
受
動
的
で
静
的
で
あ
る
と
捉
え
る
場
合
は
、
当
然
結

末
に
不
満
で
あ
る
。
パ
タ
イ
は
、
ド
ロ
シ
ー
が
父
の
元
に
留
ま
る
こ
と
に
し
た
の

が
、
彼
女
自
身
熟
考
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
へ
の
〈
性
的
不
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

性
〉
の
せ
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、
メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
次
の

引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
小
説
の
不
十
分
で
が
っ
か
り
さ
せ
る
結
末
は
宗
教
が
こ
の
小
説
を
書
い

た
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
、
主
要
な
関
心
事
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

（
1
4
）

る
。

結
末
に
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
、
そ
れ
を
オ
ー
ウ
ェ
ル
自
身
の
宗
教
へ
の
関
心
の

薄
さ
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
信
仰

を
未
熟
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
結
末
を
否
定
的
に
捉
え
る

見
方
が
従
来
主
流
に
近
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
女
の
牧
師
館
へ
の
帰
還
を
も
っ
と
肯
定
的
に
捉
え
よ
う
と

す
る
見
方
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
近
、
次
第
に
増
え
て
い
る
。
確
か
に
、

外
見
上
彼
女
は
元
の
生
活
に
そ
の
ま
ま
戻
っ
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
、
内
面
で
は

大
き
く
成
長
し
た
の
で
あ
り
、
放
浪
体
験
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
ド
ロ
シ
ー
が
〈
出
口
な
し
〉
の
状
況
に
戻
り
、
虚
無
と
対
時
す
る
姿
を
〈
シ

ジ
フ
ォ
ス
の
神
話
〉
の
よ
う
に
考
え
る
批
評
家
も
多
い
。
例
え
ば
、
ウ
ド
コ
ッ
ク

は
、
ド
ロ
シ
ー
が
サ
ル
ト
ル
が
『
嘔
吐
」
を
出
版
し
た
一
九
三
八
年
よ
り
何
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

前
す
で
に
実
存
的
危
機
に
直
面
し
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　
一
方
、
ラ
イ
リ
ー
は
、
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
を
引

用
し
、
ド
ロ
シ
ー
が
体
験
す
る
〈
神
の
死
〉
は
、
実
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

た
ち
の
多
く
を
悩
ま
せ
た
虚
無
と
同
じ
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
の
結
末
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、
批
評
家
自
身
の
宗
教

観
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
自
身
は
ど
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の
よ
う
な
宗
教
観
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

←t）

　
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
四
十
六
年
間
と
い
う
短
い
生
涯
の
間
に
多
く
の
小
説
や
評
論
、

エ
ッ
セ
イ
等
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
盛
り
込
ま
れ
た
彼
の
思
想
に
は
、
微

妙
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
と
宗
教
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

一
貫
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
言
は
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
こ
の
『
牧
師
の
娘
』

の
中
で
示
し
た
宗
教
観
は
、
彼
の
宗
教
観
の
基
本
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
こ
の
小
説
執
筆
に
先
立
つ
二
、
三
年
間
、
彼
な
り
に
ひ
ど
く

宗
教
や
信
仰
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
ク
リ
ッ
ク
の
伝
記
に
よ
る
と
、
オ
ー

ウ
ェ
ル
は
私
立
学
校
の
教
師
と
し
て
ヘ
イ
ズ
に
い
た
頃
、
英
国
国
教
会
高
教
会
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
サ

の
副
牧
師
で
あ
り
、
か
つ
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
友
人
を
持
ち
、
礼
拝
に
参
加
し
、

『
チ
ャ
ー
チ
・
タ
イ
ム
ズ
』
を
定
期
購
読
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
教
会
や
牧
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
あ
り
方
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
さ
て
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
宗
教
を
あ
く
ま
で
社
会
と
の
関
係
で
捉
え
て
い
た
。
彼

の
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
に
散
在
す
る
発
言
の
幾
つ
か
を
拾
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
〇
年
の
「
走
り
書
的
ノ
ー
ト
」
か
ら
の

次
の
引
用
、

か
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
い
だ
い
た
形
で
の
宗
教
的
信
仰
は
、
見
捨
て
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
頃
す
で
に
、
そ
れ
〔
キ
リ
ス
ト
教
〕
は
本

質
的
に
ひ
と
つ
の
虚
偽
、
富
め
る
者
を
富
ま
し
め
貧
し
い
者
を
貧
し
い
ま
ま
に
し

て
お
く
、
半
ば
意
識
的
な
仕
掛
け
で
あ
っ
た
（
n
1
5
）
。
（
〔
〕
内
筆
者
加
筆
）

に
は
、
何
故
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
に
否
定
的
で
あ
っ
た
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
は
〈
魂
の
不
滅
を
信
じ
て
い
て
、
ど
う
し
て
地
上
の
楽
園
建
設
に
奔

走
で
き
る
だ
ろ
う
か
〉
と
考
え
る
タ
イ
プ
の
人
間
で
あ
っ
た
。
『
牧
師
の
娘
』
の

中
で
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
が
地
獄
や
魂
の
行
く
末
に
つ
い
て
再
三
ド
ロ
シ
ー
を
問

い
詰
め
る
必
然
性
が
こ
こ
に
あ
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
こ
の
小
説
執
筆
の
数
年
後
、

社
会
主
義
者
に
な
っ
た
と
言
は
れ
る
が
、
こ
う
い
う
彼
の
宗
教
観
は
、
十
年
後
に

出
版
さ
れ
た
『
動
物
農
場
」
（
一
九
四
五
年
発
表
）
に
お
い
て
も
全
く
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
地
上
に
社
会
主
義
国
家
が
建
設
さ

れ
た
ら
、
そ
れ
で
人
々
が
幸
福
に
な
れ
る
、
な
ど
と
安
易
に
考
え
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
一
九
四
四
年
四
月
執
筆
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に

強
調
す
る
。

た
い
て
い
の
社
会
主
義
者
は
、
ひ
と
た
び
社
会
主
義
が
樹
立
さ
れ
れ
ば
わ
れ

わ
れ
は
物
質
的
な
意
味
で
い
っ
そ
う
幸
福
に
な
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
、
そ
し

て
、
人
の
胃
袋
が
満
た
さ
れ
れ
ば
い
っ
さ
い
の
問
題
は
消
滅
す
る
と
想
定
す

る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真
実
は
逆
で
あ
る
（
田
m
）
。

　
そ
こ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
否
定
し
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
そ
の
穴
を
埋
め
る
何

か
別
の
信
念
を
探
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
勿
論
、
簡
単
に
見
つ
か
る
わ
け
が
な

い
。
に
も
拘
ら
ず
、
探
求
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
要
す
る
に
、
『
牧
師
の
娘
』

の
結
末
で
の
彼
女
の
〈
信
仰
を
失
っ
て
も
、
尚
、
信
仰
を
求
め
る
〉
と
い
う
一
見

五
一



五
二
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矛
盾
し
た
生
き
方
は
、

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（八）

オ
ー
ウ
ェ
ル
自
身
の
宗
教
観
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で

　
こ
こ
に
到
っ
て
、
私
達
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
宗
教
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合

も
、
結
局
、
作
家
と
し
て
の
オ
ー
ウ
ェ
ル
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
気
づ
く
。
何
故
な
ら
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
人
間
と
し
て
常
に
伝
え
た
い

信
念
や
思
想
が
あ
っ
た
が
、
思
想
家
や
社
会
改
革
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
作
家

と
し
て
生
き
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
欲
求
が
彼

に
〈
小
説
〉
で
は
な
く
、
〈
調
刺
小
説
〉
を
書
か
せ
た
と
も
言
え
る
。
『
動
物
農
場
』

も
＝
九
八
四
年
』
（
一
九
四
九
年
発
表
）
も
ひ
ど
い
結
末
を
迎
え
る
が
、
だ
か

ら
こ
そ
調
刺
と
し
て
見
事
に
完
結
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、
『
牧
師
の
娘
』
の

結
末
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
環
境
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
結
局
、
ド
ロ
シ
ー
は
精
神
が
麻
痺
状
態
に
あ
っ
て
、

受
身
的
な
生
き
方
し
か
出
来
な
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
結
末
部
分

で
、
彼
女
に
そ
う
し
た
生
き
方
し
か
許
さ
な
か
っ
た
当
時
の
英
国
社
会
を
間
接
的

に
批
判
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
て
、
こ
の
小
説
に
対
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
批
評
家
の
批
判
に
つ
い
て
は
先
に

述
べ
た
が
、
他
に
も
色
々
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
ド
ロ
シ
ー
の
性
格
と
生
き
方
に

発
展
的
な
と
こ
ろ
が
な
い
の
を
指
摘
し
、
「
オ
ー
ウ
ェ
ル
に
は
、
こ
の
世
界
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

い
て
女
性
が
果
た
す
べ
き
役
割
へ
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
」
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

成
程
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
、
女
性
が
男
性
と
対
等
に

扱
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
神
を
見
失
っ
た
現
代
人
が
そ
の
虚
無
か

ら
抜
け
出
せ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
他
、

こ
の
小
説
の
語
り
手
が
〈
女
性
を
蔑
視
し
、
女
性
に
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
〉
と

　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
う
批
判
も
あ
る
。
こ
れ
も
大
方
は
納
得
で
き
る
。
だ
が
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
こ
の

小
説
以
後
、
二
度
と
女
性
主
人
公
を
登
場
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
な

り
の
弁
明
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
『
牧
師
の
娘
」
は
様
々
な
意
味
で
実

験
小
説
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
女
性
主
人
公
と
い
う
の
も
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
語
り
手
や
主
人
公
に
自
ら
の
実
感
や
実

体
験
を
語
ら
せ
る
タ
イ
プ
の
作
家
で
あ
っ
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
、
自
分
が
両
性
具
有

の
語
り
手
に
は
成
り
得
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
後
、
オ
ー

ウ
ェ
ル
は
男
性
の
語
り
手
で
あ
る
こ
と
に
徹
し
、
男
性
を
主
人
公
と
し
た
小
説
を

書
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
思
想
と
文
学
形
式
、
語
り
手
と
女
性
主
人
公
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
し
、
私
達
は
彼
が
自
ら
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
に

苦
慮
す
る
作
家
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
『
牧
師
の
娘
』
に
は
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
文

学
の
特
質
と
限
界
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
初
期
の
習
作
で
あ
る
こ
の
小
説
に

は
、
彼
自
身
気
づ
か
な
い
、
あ
る
い
は
気
づ
い
て
い
て
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
偏
見
や
技
巧
上
の
未
熟
さ
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
信
仰

を
失
っ
て
苦
悩
す
る
ド
ロ
シ
ー
の
姿
が
今
も
多
く
の
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
の
は
、

そ
こ
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
人
間
を
愛
し
人
間
の
自
由
を
尊
び
人
間
社
会
の
改
善
を

願
う
熱
い
思
い
が
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
〇
・
三
二
二
〇
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